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『
広
が
る
恵
み
』

牧
師

広
田
叔
弘

イ
エスはお答えにな
った。「第
一の掟は、こ

れである。『イスラエルよ、聞け、わたしたち

の神である主は、唯
一の主である。心を尽くし、

精神を尽くし、思
いを尽くし、力
を尽くし
て、

あなたの神である主を愛しなさい。』第一一の掟

は、これである。『隣人を自分
のように愛しな

さ
い。』
こ
の
一一つに
ま
さ
る
掟
は
ほ
か
に
な
い。」

マル
コによる福音書
章
~引節

六
月
の
教
会
の
予
定
。
一
日
、
恵
泉
・中
高
オ
ー

ケストラの奉仕。八日、。〈ンテ=ステ礼拝と

祝会。十
五日、

スイーッパイキ
ング。一一

十
二
日
、
砧
教
会
と
交
換
講
壇
。
以
上
の
と
お
り
密

な
スケジ
ュー
ルにな
りま
し
た。
そ
れ
ぞ
れ
の計

画
は
、
早
け
れ
ば
一年
前
、
遅
く
と
も
半
年
前
に
は

発
案
さ
れ
て
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「こ
な
す
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「処
理

す
る
」
「片
づ
け
る」
「消
化
す
る
」
と
い
った意

味
です
。
教
会
の事
業
を
こな
した
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
丁
寧
に
一
つ
一
つ
の
中
身
を
作
っ
て
い
き
た
い

です
。
そ
の目的
は、
福
音
の恵
み
が広
が
る
た
め

で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
あ
る
恵
泉
の
教
育
に
協

力
した
いと
思
いま
す。
生
徒
たち
の努
力
を応援

した
い。
彼
らが教
会
の様
子を知
り、
関
心をも

って訪ね
てくれたらとても嬉しいです。福音

の恵
みが広
が
ると
は
こ
のよ
う
な
こと
で
し
よう。

計
画
の準
備
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
手
と

時
間
と
ハー
ト
が
必
要
で
す
。
祝
会
を
考
え
て
み
ま

しよう。お弁当を注文します。求められるの

は、安全なも
の、誰でも食
べられるも
の、手

ご
ろな価格、そして美味しいも
の。参加人数

を
把
握
し
て
、
少
し
多
い
数
を
発
注
し
ま
す
。
礼
拝

前
に受け取
って、別に用意
したお菓
子やくだ

も
のと
一緒
に袋
〈詰める。
一つの例
です。教

会
で
行
う
事
業
は
、
心
が
籠
って
いな
い
と
生
き
ま

せ
ん。恵
み
の幸
いが広
が
って
いかな
いのです。

私
は
「綱
」
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
太
い
綱
を
ほ

ぐ
し
て
い
け
ば
、
最
後
は
一本
の
繊
維
に
な
る
の
で

しよう。太い綱は、細い繊維の集まりです。
一

糸
はたやすく切
ることが出来ます。
しかし、

数
え
き
れ
な
い
繊
維
が
撚
り
合
わ
さ
って
出
来
た
綱

は
、
容
易
に
切
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
教
会
の営

み
も
同
じ
で
す
。

出
来
る
と
こ
ろ
、
出
来
な
い
と
こ
ろ
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
出
来
る
と
こ
ろ
を
さ

さ
げ
ま
し
よう
。
一つの計
画
に対
し
て
一人
一人

が
関
心
を
持
ち
ま
す
。
そ
し
て祈
る
のです。
そ
の

計
画
は
生
き
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
手
間
暇
の
か
か

る
準
備
が
楽
し
いも
のにな
る
の
です。

神
を
愛
し
、
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
心
を

合わせて祈
り、出来る努力をささげることで

しよう。ここに主が働いてくださいます。私

たち皆が、広がる恵みを見ることになります。


